
 

                             

第 6号 2019年 3月 

今月号は、平成 30年度の活動報告をさせていただきます 

医療・介護関係者の方々から、 

ご相談をお受けしました。相談内容

の一部をご紹介します。 

Ｑ：重症神経難病の患者様が人工呼吸器装着後に在宅療養を継続するにあたり、在宅主治医を探して

ほしい。 

Ａ：今後の病状進行もふまえ、医療的管理が可能である在宅主治医について、保健所等と相談。 

医療機関に受け入れ可能か問い合わせを行い、相談者に提案した。 

Ｑ：介護施設内において、介護職員等による医療的ケア研修を行うため準備を進めている。医師の 

指示書、研修計画書等の書き方について教えてほしい。 

Ａ：医師会で実際に行っている研修の指示書、研修計画書等の書類の一部から個人情報を削除したも

のを記載例として紹介した。 

Ｑ：末期がんの利用者が退院して在宅療養するにあたり、何もサービスが導入されておらず、ＡＤ 

  L低下、苦痛が出現してから連絡が入った。夫との二人暮らしであり、早期に介入できていれ 

  ば、本人の苦痛や夫の疲労に対する支援も可能だったと思われる。退院時における医療・介護 

関係者間の連携には差がみられる。 

Ａ：島根県入退院支援連携ガイドライン（案）について、検討委員会にて検討中。今後、運用可能と 

なれば、支援内容の統一化や迅速な情報共有に活用できると考える。必要時、安来市版の作成に

ついても関係者と協議していく。  医療・介護関係者の方からのご相談をお受け

しております。お気軽にお電話ください。 

在宅医療介護連携意見交換会 
 3月 1日には、第 2回在宅医療介護連

携意見交換会をやすぎの郷ふれあいホー

ルにて行いました。今回は、『地域におけ

る訪問リハビリテーションの役割』と題

して、安来第一病院 訪問リハビリテーシ

ョン言語聴覚士 小笹太志様と介護老人

保健施設コスモス苑 訪問リハビリテー

ション 理学療法士 松本豊様にご講演い

ただきました。医療・介護関係者約 60

名の方にご参加いただきました。 



                  

 

4 月 15 日には、在宅医療

公開セミナーを開催しまし

た。第一部は、ドキュメンタリ

ー映画上映、第二部は市内各

病院の院長様によるパネルデ

ィスカッションを行いまし

た。当日は、関係者や一般市民

の皆様、総勢 235名にご参加

いただきました。 

在宅医療公開セミナー 
安来市地域連携室連絡会 

６月、10月、２月

に市内各病院の地域連

携室の皆様と、連絡会

を行いました。今年度

は、米子市内の地域連

携室の皆様をお招きし

て意見交換を行いまし

た。出席者からは、実

際に会って話すことで

相談がしやすくなった

等の感想をいただきま

した。 

 

 

広報誌配布 
 

  
今年度から、

広報誌を始めま

した。市内医療・

介護関係事業所

や市外の一部医

療機関にも配布

しています。 

退院支援におけるアンケート調査 
8月には、市内の医療機関・介護事業所を

対象にアンケート調査を実施しました。総勢

430 名もの方々からご回答を頂くことがで

きました。今後はこの結果をもとに多職種間

連携に関する研修会等を企画していきたい

と考えています。 

研修会企画・開催 
10月には、在宅看取り勉強会として、『ホ

ームクリニック暖（だん）』の院長 奥野 誠

先生を講師にお迎えしてご講演いただきま

した。当日は、医療・介護関係者、行政等、

約 70名の方々にご参加いただきました。 

安来市在宅医療支援センター 
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